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(57)【要約】
　双方向無線監視システムは、それに関連した２本以上
の固定アンテナ(１７、１８、１９)をもつベースRF送受
信機(１５)を有するベースユニット(１４)を含む。ベー
スユニットは、極超短波(ＵＨＦ)無線信号を使って携帯
型送受信機(１６)と通信し、それにより、2本以上のア
ンテナ(１７、１８、１９)を使って、ベースユニット(
１４)が、携帯型送受信機(１６)の固定送受信機アンテ
ナ(１７、１８、１９)のそれぞれとの近さに応じて、携
帯型送受信機(１６)の相対位置を確定することができる
。ベースユニット(１４)が携帯型送受信機(１６)の移動
を追跡することを可能にする、携帯型送受信機(１６)か
らの応答を発生させるために、ベースユニット(１４)に
よるＲＦ信号送信は、各アンテナ(１７、１８、１９)か
ら送信されるチャネル、電力、パケット長、データレー
ト、およびパケット内容に関して変えることもできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのベースＲＦ送信機／受信機（送受信機）をもつベースユニットと、
　前記ベースユニットに関連する少なくとも２本の相対的に固定された送信機／受信機ア
ンテナと、
　前記送受信機アンテナに相対的に移動可能な少なくとも１つの送信機／受信機（送受信
機）ユニットと
　を含む無線監視システムであって、
　前記移動可能送受信機ユニットが、極超短波(ＵＨＦ)無線信号を使って前記ベースユニ
ットと通信し、それによって前記ベースユニットが、前記移動可能送受信機ユニットの近
似相対位置を少なくとも確定する、無線監視システム。
【請求項２】
　各送受信機アンテナが、前記移動可能送受信機ユニットによって、前記移動可能送受信
機ユニットの前記相対的に固定された送受信機アンテナのどれかへの近さに応じて、強い
方の信号および弱い方の信号として受信される信号を送信し、それによって前記移動可能
送受信機ユニットの前記近似相対位置が確定される、請求項１に記載の無線監視システム
。
【請求項３】
　前記移動可能送受信機ユニットが、前記ベースユニットが位置近似を確定するのを可能
にするように応答する、請求項２に記載の無線監視システム。
【請求項４】
　各アンテナから送信されるチャネル、電力、パケット長、データレート、およびパケッ
ト内容の信号送信の変化が、前記ベースユニットが前記移動可能送受信機ユニットの移動
を追跡するのを可能にする、前記移動可能送受信機ユニットからの応答を生じさせる、請
求項１から３のいずれかに記載の無線監視システム。
【請求項５】
　少なくとも１つのベースRF送信機／受信機（送受信機）をもつベースコントローラと、
　前記ベースコントローラに関連する少なくとも２本の送受信機アンテナと、
　極超短波(ＵＨＦ)送信機／受信機（送受信機）を組み込んだ少なくとも１つの携帯型ア
クセス装置とを備え、前記送受信機アンテナと前記携帯型アクセス装置送受信機の間の通
信が、前記アンテナまたは送受信機のいずれかによって開始される、受動アクセスシステ
ム。
【請求項６】
　少なくとも１つのベース送信機／受信機（送受信機）をもつベースコントローラユニッ
トと、
　前記ベースコントローラユニットに関連する少なくとも２本のベース送受信機アンテナ
と、
　極超短波(ＵＨＦ)送信機／受信機（送受信機）を組み込んだ少なくとも１つの携帯型ア
クセス装置と、
　前記アクセス装置と前記ベースユニットの間のＵＨＦ通信プロトコルを開始する手段と
を備え、それにより、前記ベースユニットによって前記アクセス装置の近似相対位置が確
定される、受動アクセスシステム。
【請求項７】
　前記ベースコントローラユニットが、自動車内に配置され、相対位置基準システムを形
成する多数の送受信機を有し、それによって、前記通信信号送信を使用して、前記アクセ
ス装置の相対位置が確定される、請求項５または請求項６に記載の受動アクセスシステム
。
【請求項８】
　２本以上の車両送受信機アンテナからのＵＨＦ通信信号の同時送信が、干渉の領域およ
び信号優位の領域を生成し、前記車両アンテナからの前記送信を変えることで、前記アク



(3) JP 2008-509611 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

セス装置が、それらの送信のうちの１つまたは複数を拒否するようにさせ、１つの送信信
号に応答するようにさせる、請求項５から７のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項９】
　等しい電力レベルの２つの同時送信が互いに異なるアンテナから行われ、前記アクセス
装置が前記送信アンテナのうちの１本に非常に近いとき、前記アクセス装置が、近い方の
強い方の信号に応答し、弱い方の信号を拒否し、前記アクセス装置によって行われる応答
が、前記ベースコントローラに中継され、それによって前記ベースコントローラが、前記
アクセス装置が他方のアンテナよりも一方のアンテナに近かったことを評価し、それによ
ってその相対位置を示す、請求項５から８のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項１０】
　２つの等しく電力供給される同時アンテナ送信からの受信信号強度がほぼ等しい場合、
前記アクセス装置が、前記アクセス装置が、どちらの送信も復号化することができず、応
答することができず、それによって、前記アクセス装置が前記２本の送信アンテナからほ
ぼ等しい距離にあることを前記ベースコントローラに示す、請求項５から９のいずれかに
記載の受動アクセスシステム。
【請求項１１】
　前記ＵＨＦ通信送信が、周波数２.４～２.５ＧＨｚでデータレート約１Ｍビット／秒で
行われる、請求項５から１０のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項１２】
　前記送受信機のそれぞれが、送信電力、データレート、パケット長を変え、送信される
周波数を逸脱させて、前記様々な送信に互いに異なるように応答する前記アクセス装置に
とって互いに異なる受信条件を生成し、それによって前記ベースコントローラが、前記ア
クセス装置の未知の相対位置を確定する、請求項５から１１のいずれかに記載の受動アク
セスシステム。
【請求項１３】
　４本の送受信機アンテナが、距離確定のための前記車両に対する固定相対基準となって
前記車両上に配置される、請求項５から１２のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項１４】
　１本のアンテナが左バックミラー内に、１本が右バックミラー内に、３本目が後部手荷
物棚の中央または同等な場所に配置され、その三角測量が、前記アクセス装置の２次元位
置を確定する基礎を形成し、４本目のアンテナが、前記車両内に配置され、他の３本のア
ンテナとともに使用されて、前記アクセス装置が、前記車両内に位置するかそれとも前記
車両外に位置するかを確定し、距離確定精度を向上させる、請求項１３に記載の受動アク
セスシステム。
【請求項１５】
　前記アクセス装置が、ＲＦ識別子信号を定期的に１回または複数回送信し、次いで応答
を聴取することによって、通信プロトコルを開始しようと試みる、請求項５から１４のい
ずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項１６】
　前記アクセス装置が前記車両の範囲内ではない場合、何も応答が受信されず、前記装置
が、次のスケジュールされた識別子送信まで超低電力シャットダウンモードに復帰する、
請求項１５に記載の受動アクセスシステム。
【請求項１７】
　識別子送信が、定期的に行われ、前記アクセス装置を認識することができるように識別
コードを含む、請求項１５または請求項１６に記載の受動アクセスシステム。
【請求項１８】
　前記識別子送信が、０.００２５秒～５秒の間隔で行われる、請求項１５または請求項
１７のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項１９】
　前記アクセス装置が、識別子信号を定期的に送信し、車両の範囲内のとき、前記車両が
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、前記識別子信号を受信し、前記識別コードを復号化し、プロトコルを開始して、前記ア
クセス装置を識別し、前記車両に対するその位置を確定することになる、請求項５から１
８のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項２０】
　前記車両からの送信が、前記アクセス装置に、チャネル、電力レベル、データレート、
パケット長、およびパケット内容を含むその応答を送信させる、または動作のモードを指
定させる命令を含む、請求項５から１９のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項２１】
　前記車両アンテナが、１本または複数のアンテナから一連のパケットを送信して、前記
車両に相対的な前記アクセス装置の位置を連続して確定し、前記アクセス装置の位置およ
び軌道を追跡することにより、前記ベースコントローラが、前記アクセス装置が前記車両
に接近しているか、それともそこから離れているかを確定し、前記車両ドアをロックする
か、それともアンロックするか、およびどのドアが行われるべきかを確定する、請求項５
から２０のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項２２】
　２つ以上のアクセス装置が存在し、前記ベースコントローラと通信し、前記ベースコン
トローラが、前の軌道履歴および／または場所によって、どのアクセス装置が運転者であ
る可能性が高いかを確定し、または人によって、どれが運転席ドアに接近したかを確定し
、それによってシート位置、ミラー位置、およびラジオ設定を含めた正しい運転者設定を
呼び出す、請求項５から２１のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項２３】
　前記ベースコントローラが、前記アクセス装置は前記車両の近傍内であるが、前記固定
アンテナに相対的に移動していないことを確定したとき、前記システムが待機低電力モー
ドに入る、請求項５から２２のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項２４】
　前記アクセス装置が、移動センサを組み込んだ、請求項５から２３のいずれかに記載の
受動アクセスシステム。
【請求項２５】
　前記ベースコントローラおよび／または前記アクセス装置が、前記アクセス装置が移動
している、または所定の期間内に移動した場合、そのポーリング期間を確定するようなア
クティビティプロファイルを作成する、請求項５から２４のいずれかに記載の受動アクセ
スシステム。
【請求項２６】
　前記移動センサが所定の時間、何も移動を示さない場合、前記ポーリング期間がより長
い持続時間に増加される、請求項２４に記載の受動アクセスシステム。
【請求項２７】
　移動センサが前記アクセス装置の移動を示すとすぐに、前記ポーリング期間が前記事前
設定期間に減少される、請求項２６に記載の受動アクセスシステム。
【請求項２８】
　アクティビティプロファイルが、前記アクセス装置の過去の使用量がより少なかった期
間中、前記アクセス装置のポーリング送信の頻度を減らす、請求項５から２７のいずれか
に記載の受動アクセスシステム。
【請求項２９】
　アクティビティプロファイルが、日中または夜間のいくつかの期間中、前記アクセス装
置のポーリング送信の頻度を減らし、あるいは前記ポーリング送信頻度を変えるために他
の何らかのプロファイルが前記アクセス装置にプログラムされている、請求項５から２８
のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３０】
　前記アクセス装置が、遠隔キーレスエントリをサポートし、それにより前記アクセス装
置上のボタンを押すことによって前記車両のロックおよびアンロック機能を開始させるか
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、トランクを開くか、または前記車両を遠隔で始動させる押しボタンを含む、請求項５か
ら２９のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３１】
　周囲条件に対する補償が、前記送受信機アンテナと前記アクセス装置の間の前記通信送
信において行われて、遠隔キーレスエントリの距離と距離の整合性を制御し、受信零位を
なくし、距離確定精度を向上させる、請求項５から３０のいずれかに記載の受動アクセス
システム。
【請求項３２】
　前記車両に対する前記アクセス装置の相対的向きに対する補償を使用して、前記距離確
定精度を向上させる、請求項５から３１のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３３】
　前記車両付近の前記アクセス装置の存在を検出するための近接センサまたは他の検出手
段を使用して、前記ベースコントローラと前記アクセス装置の間の前記通信プロトコルを
開始する、請求項５から３２のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３４】
　前記車両ベースコントローラおよび送受信機が、車両設備のワイヤレス診断のために使
用される、請求項５から３３のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３５】
　前記ベースコントローラおよび送受信機がタイヤ圧力監視に使用され、それにより、前
記ベースコントローラと同じＵＨＦ周波数のもう１つの送信機が、各車両タイヤまたはホ
イールシステムに取り付けられて、圧力および／または温度データを前記ベースコントロ
ーラに中継し、前記個々の送信機の場所が前記ベースコントローラによって確定されて、
送信された警告信号を生じさせ得る特定のタイヤまたはホイールを示す、請求項５から３
４のいずれかに記載の受動アクセスシステム。
【請求項３６】
　実質的に添付の図面を参照して以上に述べられたような、受動アクセスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設備または設備機能用の無線監視システムに関し、詳細には、様々な機能的
用途において双方向無線通信を使用する狭域監視システム(a short range monitoring sy
stem)に関する。本発明は特に、制限区域への許可されたアクセスを可能にする受動アク
セスシステムでの使用に適している。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は幅広い用途を有するが、それについて、ベースコントローラと通信して、自動
車、建物、部屋、容器などへのアクセスまたは進入など、制限区域へのアクセスをネゴシ
エートする電子アクセス装置、好ましくは携帯型装置を使用する受動アクセスシステムに
関して特に、説明することにする。しかし、本発明のより幅広い用途としては、自動車に
関連する監視設備、たとえば、タイヤ圧力監視、設備状況監視などの監視設備があること
が理解されよう。受動アクセスシステムに対するその適用では、本発明は、指摘したよう
に、すべてのタイプの建物、部屋、および容器、ならびに航空機、クレーン、採鉱設備な
どを含めたその他の乗物および設備を含めた、どんな形の制限区域または空間に対するア
クセスまたは進入に関する使用に適合されてもよい。したがって、以下の説明は、本発明
が本明細書に記載の特定用途だけに限定されないということを理解した上で、読まれるべ
きである。
【０００３】
　自動車への許可されたアクセスを円滑化するために、受動アクセスシステムが以前より
提案されている。そのような１つのシステムでは、ユーザが、たとえば、車両の一部に接
触し、ドアハンドルを持ち上げ、または、場合によっては、ＤＥ４４３５８９４Ａ１で提
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案されるように、車両から所定の距離内に接近することによって、アクセス通信プロトコ
ルを開始する。アクセス通信プロトコルが開始されたとき、無線またはその他の電磁信号
が、車両内のベースコントローラに関連する送信機によって送信される。許可された人は
、識別または認可された応答コードを含む応答を送信することによって、送信された無線
またはその他の電磁信号に応答する、トランスポンダを携帯することになる。受信応答は
、ベースコントローラによってチェックされ認証され、そのベースコントローラは次に、
車両アクセスを円滑化するために１つまたは複数のアクチュエータを開始する。
【０００４】
　使用時には、ベースコントローラがその信号を送信するときに、２つ以上のトランスポ
ンダが、車両のごく近傍にあることがある。したがって、範囲内の各トランスポンダがそ
の送信信号に応答することになり、基地局はしたがって、複数の応答信号を受信すること
になる。そのような信号は、互いに干渉するように受信されることがあり、したがって、
基地局は、正しい個々の識別信号を認識し識別することができないことがある。
【０００５】
　個々の信号の分離を可能にするために、複数のトランスポンダの個々の応答信号に対し
てタイムスロットを使用することが提案されている。しかし、カープールに関連するトラ
ンスポンダのような、多数のトランスポンダの使用時には、車両へのアクセスが許可され
る前に、長い遅延が生じることがある。そのような遅延は、実際上、望ましくない。
【０００６】
　電力消費量の制限のために、受動アクセスシステムが、車両に接触し、ドアボタンまた
はドアハンドルを動かし、容量性センサなどを使用するなど、通信プロトコルの「トリガ
」によるアクティブ化の使用が提案されている。オーストラリア特許出願第７３１４８０
号は、ドアハンドルグリップに組み込まれた静電容量センサを使用して、そのグリップに
隣接するユーザの手を検知するシステムを開示している。トリガされた後、車両は次に、
許可されたユーザによって携帯されるアクセス装置を探し、認証された通信プロトコルを
確立した後、そのシステムは車両アクセスを許可する。そのようなシステムでは、初期送
信を受信するために、トランスポンダが車両のごく近傍にある必要がある。したがって、
ほとんどのシステムでは、装置が０.０５～３メートルの距離内にある必要がある。
【０００７】
　また、確実にアクセス装置、またはトランスポンダが車両内にないようにしてから、車
両をロックすることも提案されている。オーストラリア特許明細書第７７２０４８号は、
動作エレメントの動作によってロックするコマンドが生成されるとき、トランスポンダの
位置を確定するために、送信機／受信機によって検索信号が送信されるシステムを開示し
ている。トランスポンダが車両内の場合、指示手段が作動されて、ユーザに警告する。動
作エレメントをさらに動作させると、車両がロックする。
【０００８】
　そのようなシステムはまた、トランスポンダが車両内に存在しない場合は車両が始動さ
れるのを防止するように、セットアップされてもよい。
【０００９】
　そのようなシステムでは、低周波無線信号を使用して、アクセス装置場所を確定しても
よく、したがって、信号は、適切な狭域のＲＦ域を有し、トランスポンダは、超低電力低
周波の受信機で作成することができる。しかし、そのようなシステムは、電力消費量要件
のために、「トリガによるアクティブ化」とは異なる「接近時のエントリー(entry)」に
適さない。「接近時のエントリー」機能は、アクセス装置をもつユーザが、車両に接近す
ると、前述したようなトリガを必要とせずに、その車両が自動的にアンロックすることを
可能にする。しかし、これまでに提案されているそのような「接近時のエントリー」機能
は、車両および／またはアクセス装置に対してかなりの電力消費量を必要とし、かつ／あ
るいは、適用可能な時間内に応答するには非実際的であるか、または遅すぎる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１０】
　これまでに提案されたシステムの困難または欠点のうちの少なくともいくつかをなくす
る無線監視システムを提供することが望ましい。
【００１１】
　また、これまでに提案されたシステムの困難または欠点のうちの少なくともいくつかを
なくする、車両またはその他の制限区域用の受動アクセスシステムを提供することも望ま
しい。
【００１２】
　また、長い通信時間を招かずに、２つ以上の携帯型アクセス装置をサポートすることの
できる、改良型の受動アクセスシステムを提供することも望ましい。
【００１３】
　また、車両およびアクセス装置のいずれにおいても電力消費量を低減する、車両用の改
良型の受動アクセスシステムを提供することも望ましい。
【００１４】
　また、フレキシブルでかつ高い機能を有する、改良型の受動アクセスシステムを提供す
ることも望ましい。
【００１５】
　また、自動車において、初期設備として、またはアフターマーケット設備として、設計
し、実装し、設置するのに経済的な、改良型の受動アクセスシステムを提供することも望
ましい。
【００１６】
　また、車両、職場、またはその他に関連する設備または設備機能を監視するための幅広
い用途を有する、無線監視システムを提供することも望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の一態様によれば、少なくとも１つのベースＲＦ送信機／受信機（送受信機）を
含むベースユニットと、ベースユニットに関連する少なくとも２本の相対的に固定された
送信機／受信機アンテナと、前記送受信機アンテナに相対的に移動可能な少なくとも１つ
の送信機／受信機（送受信機）ユニットとを含む無線監視システムであって、前記送受信
機ユニットが、極超短波(ＵＨＦ)無線信号を使って前記ベースユニットと通信し、それに
よってベースユニットが、移動可能送受信機ユニットの近似相対位置を少なくとも確定す
ることができる、無線監視システムが提供される。
【００１８】
　一形態では、各送受信機アンテナは、移動可能送受信機ユニットが、移動可能送受信機
ユニットの相対的に固定された送受信機アンテナのどれかへの近さに応じて、強い方の信
号および弱い方の信号として受信される信号を送信することによって、移動可能送受信機
ユニットの近似相対位置が確定される。移動可能送受信機ユニットは、ベースユニットが
位置近似を確定するのを可能にするように応答する。さらなる信号送信および応答によっ
て、ベースユニットが移動可能送受信機ユニットの移動を追跡することが可能になる。
【００１９】
　本発明の別の態様によれば、少なくとも１つのベースＲＦ送信機／受信機（送受信機）
を含むベースコントローラと、ベースコントローラに関連する少なくとも２本の送受信機
アンテナと、極超短波(ＵＨＦ)送信機／受信機を組み込んだ少なくとも１つの携帯型アク
セス装置とを備える、受動アクセスシステムが提供される。どの送受信機／アンテナも、
通信を開始することが可能である。
【００２０】
　本発明の他の態様では、ベースコントローラユニットと、前記ベースユニットに関連す
る少なくとも２本のベース送受信機アンテナと、極超短波(ＵＨＦ)送信機／受信機（送受
信機）を組み込んだ少なくとも１つの携帯型アクセス装置と、前記アクセス装置と前記ベ
ースユニットの間のＵＨＦ通信プロトコルを開始する手段とを備え、それにより少なくと
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も、前記ベースユニットによって前記アクセス装置の近似相対位置が確定される、受動ア
クセスシステムが提供される。
【００２１】
　本発明の一形態では、ベースコントローラは、自動車内に配置され、相対位置基準シス
テムを形成する多数の送受信機を有し、それによってアクセス装置の相対位置が、通信信
号送信を使用して確定され得る。２本以上の車両送信機アンテナから同時に送信すること
により、干渉の領域および信号優位の領域が作成される。車両アンテナからの送信を変え
ることにより、アクセス装置は、それらの送信のうちの１つまたは複数を拒否することに
なる。たとえば、等しい電力レベルの２つの同時送信が互いに異なるアンテナから行われ
、アクセス装置が送信アンテナのうちの１本に非常に近い場合、アクセス装置は、近い方
の強い方の信号からの信号を受信し、弱い方の信号を拒否する可能性が最も高い。アクセ
ス装置によって行われる応答は、ベースコントローラに、どの信号応答が行われたかを中
継することになり、それによりベースコントローラが、アクセス装置が他方のアンテナよ
りも一方のアンテナに近いことを評価することが可能になり、それによって、その相対位
置が示されることになる。
【００２２】
　あるいは、両方のアンテナ送信の受信信号強度がほぼ等しい場合、アクセス装置は、ど
ちらの送信も復号化することができず、アクセス装置が２本の送信アンテナからほぼ等し
い距離にあることを示すことになる。
【００２３】
　多数のＵＨＦ送受信機を使用して車両に相対的なアクセス装置位置を確定することによ
り、先行技術システムによって生じる過大な電力消費量に伴う困難が大きく軽減され、ま
たは最小化される。
【００２４】
　低周波(ＬＦ)通信とは異なり、ＵＨＦ周波数を非常に高いデータレートで、たとえば２
.４～２.５ＧＨｚでデータレート１Ｍビット／秒で使用すると、適切なより低い電力消費
量レベルで、頻繁な送信をサポートすることができる。さらに、ＬＦ通信とは異なり、双
方向ＵＨＦシステムは、設計し、製造し、車両または別の場所に設置するコストが、著し
く低くなる可能性が高い。
【００２５】
　本発明の概念を用いることにより、送受信機は、送信電力、データレート、パケット長
を変え、送信される周波数を逸脱させて、アクセス装置にとって互いに異なる受信条件を
生成することができる。次に、車両アンテナの既知の相対位置を使用して、受信信号にお
ける差によって、アクセス装置の未知の相対位置を確定する。世界的グローバルな通信に
準拠し、高データレートをサポートし、高セキュリティの周波数ホッピングプロトコルを
サポートする関連チャネルを利用可能であるので、２.４～２.５ＧＨｚの公称周波数が選
ばれている。
【００２６】
　本発明の実施形態の他の改変では、システムが、(アンテナと呼ばれる)車両上の４つの
送受信機と、アクセス装置内の１つの送受信機と、ベースコントローラとを使用する。車
両アンテナの３本は、距離確定（範囲確定）のための固定基準を形成する。１本のアンテ
ナは左バックミラー内に、１本は右バックミラー内に、３本目は後部手荷物棚の中央また
は同等な場所に、配置される。この送受信機の三角形は、アクセス装置の２次元位置を確
定する基礎を形成する。４本目のアンテナを必要とし、それを他の３本のアンテナととも
に使用して、アクセス装置が車室内に位置するかそれとも車室外に位置するかを、より高
い精度で確定する。
【００２７】
　ベースコントローラは、車両にインターフェースし、また通信の結果を処理し、条件的
機能要件を定義してもよい。このベースコントローラはまた、アンテナモジュールととも
に組み込まれてもよい。一実施形態では、アクセス装置は、定期的にＲＦ識別子信号を１
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回または複数回送信し、次いで応答を聴取する。アクセス装置が車両の範囲内ではない場
合、何も応答が受信されず、その装置は、次のスケジュールされた識別子送信まで、超低
電力シャットダウンモードに復帰する。そのような送信は、たとえば、毎秒１回、あるい
はどんな特定用途でも望まれ得るように、より高い頻度またはより低い頻度で行われても
よい。そのようなポーリング送信は、アクセス装置を認識することができるように、識別
コードを含む。
【００２８】
　したがって、アクセス装置は、車両の範囲内のとき、信号を定期的に送信し、車両は、
プロトコルを開始して、アクセス装置を識別し、車両に対するその位置を確定することに
なる。車両送信は、チャネル、電力レベル、データレート、パケット長、およびパケット
内容を含む応答を送信するための仕様を含んでよく、または動作のモードを指定してもよ
い。
【００２９】
　車両は、１本または複数のアンテナから一連のパケットを送信して、車両に相対的なア
クセス装置の位置を連続して確定することになる。アクセス装置の位置および軌道を追跡
することにより、ベースコントローラは、アクセス装置が車両に接近しているか、それと
も車両から離れているかを確定し、車両ドアをロックするか、それともアンロックするか
、およびどのドアが行われるべきかを確定する。これは、アクセス装置が車両の特定のド
アまたはトランクにアクセスするために接近しているかどうかを確定し、それに従って動
作するように、拡張することができる。
【００３０】
　車両運転者設定が必要なとき、２つ以上のアクセス装置が存在する場合、車両は、前の
軌道履歴および／または場所によって、どのアクセス装置が運転者である可能性が高いか
を確定し、または人によって、どれが運転席ドアに接近したかを確定し、したがって、シ
ート位置、ミラー位置、無線設定などを含めた正しい運転者設定を呼び出すことができる
。
【００３１】
　また、不要な電力消費量を低減させるために、より低電力の通信プロトコルを作成して
、ベースコントローラがアクセス装置を絶えず追跡しようと試みるのを防止することもで
きる。したがって、アクセス装置が所定の期間、移動せずに、車両の近傍内のままである
場合、システムは、待機モードに入ってもよい。他の方針では、移動センサおよび／また
はアクティビティプロファイル(activity profiles)の使用を伴ってもよい。移動センサ
は、アクセス装置が移動しているか、または所定の期間内に移動したかどうかを検出して
、そのポーリング期間を確定することができる。したがって、移動センサが所定の時間、
何も移動を示さない場合、ポーリング期間は、１０または２０秒以上に増加されてもよい
。移動センサが移動を示すとすぐに、ポーリング期間は、通常の事前設定期間に減少され
てもよい。同様に、アクティビティプロファイルは、アクセス装置の過去の使用量がより
少なかった期間中、アクセス装置のポーリング送信の頻度を減らすことができる。これは
、夜間など、その日のいくつかの期間中でよく、あるいは、ポーリング送信頻度を変える
ために、他の何らかのプロファイルがアクセス装置にプログラムされてもよい。
【００３２】
　受動アクセスシステムに加えて、アクセス装置はまた、通常の遠隔キーレスエントリを
サポートしてもよく、それにより、アクセス装置上のボタンを押すことによって、車両を
ロックおよびアンロックし、トランクを開き、車両を遠隔で始動するなどできる。また、
車両の固定送受信機の間で通信して、アクセス装置に対する基準を提供することにより、
周囲条件を補償することもできる。したがって、遠隔キーレスエントリの距離と距離の整
合性を制御し、受信零位(reception nulls)をなくし、また、距離確定精度を向上させる
ことができる。
【００３３】
　本発明の他の特徴は、本発明の実装形態に必要な構成要素を備えた車両が、同じハード



(10) JP 2008-509611 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

ウェアを使ってワイヤレス診断を実装するためにさらに使用してもよい、高データレート
の双方向ワイヤレス送受信機を含むようにすることである。したがって、本発明のハード
ウェアは、車両の設計およびワイヤレス技術の実装における高機能化および多機能化をも
たらす。
【００３４】
　本発明の別の実施形態では、本発明のワイヤレス送受信機システムは、タイヤ圧力監視
に使用され、それにより、ベースコントローラと同じＵＨＦ周波数の送信機が、タイヤま
たはホイールシステムに取り付けられて、圧力および／または温度データをベースコント
ローラに中継する。このシステムにより、タイヤセンサに対する別々の追加の受信機は必
要なくなる。このシステムにより、整備中にホイールが車両の異なる位置に再配置された
可能性があるにもかかわらず、車両に対する、タイヤまたはホイールセンサからの送信の
位置を確定し、それによって、どのタイヤがデータを中継しているかを確定することが可
能になる。
【００３５】
　本発明がより容易に理解されるために、その実施形態について次に、添付の図面を参照
して述べることにする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　図１および２を参照して、本発明のこの実施形態について、自動車１２に関してその使
用に即して説明する。車両は、高データレートの双方向ワイヤレス送信機／受信機(送受
信機)１５を制御するベースコントローラ１４を有し、その送受信機は、１つまたは複数
の携帯型アクセス装置１６にＲＦ通信を提供する。携帯型アクセス装置１６は、それぞれ
送受信機を組み込んでおり、この好ましい実施形態では、作動時には、ＲＦ信号の発生を
開始させ、認証時には、知られている方式で、ベースコントローラに車両ドア２３または
トランクリッド２４をロックまたはアンロックさせる、押しボタン２１および２２も設け
られている。したがって、携帯型アクセス装置１６は、車両１２の遠隔キーレスエントリ
およびロックを可能にする。
【００３７】
　車両１２内の送受信機１５は、固定基準を形成する、少なくとも２本の、好ましくは３
本のアンテナを介して、アクセス装置１６内の送受信機と通信する。１本のアンテナは左
バックミラー１７内に配置され、１本は右バックミラー１８内に配置され、１本のアンテ
ナ１９は、車両の後部に、好ましくは、手荷物棚上または中央後部ブレーキライト部品上
の中央に配置される。
【００３８】
　車両内の送受信機１５および携帯型アクセス装置１６内の送受信機は、極超短波(ＵＨ
Ｆ)範囲の無線通信信号を送受信する。そのような送信は、たとえば、３～３０メートル
、好ましくは６～１５メートルの比較的短い範囲(a relatively short range)である。
【００３９】
　２本以上の車両送信機アンテナ１７、１８、および１９から同時に送信することによっ
て、車両内の送受信機１５とアクセス装置１６の間に通信プロトコルが確立されるとき、
干渉の領域および信号優位の領域が生成される。車両アンテナからの送信を変えることに
より、アクセス装置１６は、それらの送信のうちの１つまたは複数を拒否することになる
。たとえば、右側ミラー１８内のアンテナおよび後部アンテナ１９から、等しい電力レベ
ルの２つの同時送信が行われ、かつ、アクセス装置１６が送信アンテナ１８に非常に近い
場合、アクセス装置１９は、近い方の強い方の信号を受け入れ、弱い方の信号を拒否する
ことになる。アクセス装置１６によって行われる応答は、ベースコントローラ１４に、ど
の信号応答が行われたかを中継することになり、それによりベースコントローラ１４が、
アクセス装置１６が他方のアンテナよりもアンテナ１８に近いことを確定することが可能
になり、それによって、その相対位置が示されることになる。
【００４０】
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　あるいは、両方のアンテナ送信の受信信号強度がほぼ等しい場合、アクセス装置１６は
、どちらの送信も復号化することができず、アクセス装置が２本の送信アンテナ１８およ
び１９からほぼ等しい距離にあることを示すことになる。
【００４１】
　ＵＨＦ周波数を非常に高いデータレートで、たとえば２.４～２.５ＧＨｚでたとえばデ
ータレート１Ｍビット/秒で使用すると、適切な低い電力消費量レベルで、頻繁な送信を
サポートすることができる。
【００４２】
　送受信機は、ベースコントローラ１４の制御下で、送信電力、データレート、パケット
長を変え、送信される周波数を逸脱させて、アクセス装置１６に対する互いに異なる受信
条件を生成することができる。次に、車両アンテナ１７、１８、および１９の既知の相対
位置を使用して、受信信号における差によって、アクセス装置１６の未知の相対位置を確
定する。
【００４３】
　通信プロトコルを開始するために、アクセス装置１６は、ＵＨＦ範囲内の、好ましくは
約２.４ＧＨｚでのポーリング信号を、継続的かつ定期的に送信するようにプログラムさ
れる。ポーリング信号発生器２７は、プログラムタイマ２６によって、所与の時間におけ
るポーリング送信の頻度および数を制御するように制御される。ポーリング送信は、０.
００２５秒～５秒、またはそれ以上の間隔で行われてもよい。好ましい一実施形態では、
アクセス装置１６は、移動センサ２８および／またはアクティビティプロファイルを含み
、それらのどちらかまたはどちらも、ポーリング送信が行われるレートを変えることがで
きる。アクセス装置１６が車両１２の範囲内ではない場合、ポーリング信号に対する応答
は何も受信されず、装置１６は、次のスケジュールされた識別子送信まで、超低電力シャ
ットダウンモードに復帰する。そのような送信は、たとえば、毎秒１回、あるいはどんな
特定用途でも望まれ得るように、より高い頻度またはより低い頻度で行われてもよい。ア
クセス装置１６は、運動センサ２８が所定の期間内にアクセス装置１６の移動を検出しな
い場合、またはアクティビティプロファイルが無活動の期間を示す場合、ポーリング送信
の頻度を減らすようにプログラムされてもよい。したがって、そのようなとき、送信間隔
３０～６０秒へと、ポーリング頻度を減らすこともできる。すべてのポーリング送信は、
アクセス装置１６を認識することができるように、識別コードを含むことになる。
【００４４】
　認証されたポーリング送信が、車両１２内のベースコントローラ１4に関連する送受信
機１５によって受信された場合、コントローラ１４は、受信モードにとどまり続けるため
のアクセス装置１６への命令、および／または併せて、チャネル、電力レベル、データレ
ート、パケット長、およびパケット内容を含む応答を送信するための仕様を含む、少なく
とも1つの応答ＵＨＦ信号を送信することによって応答する。
【００４５】
　車両１２内の送受信機１５は次に、ＵＨＦで、３本の外部アンテナ１７、１８、および
１９のうちの１本または複数から、一連のパケットを送信する。これらの信号によって、
アクセス装置１６からの通信がさらに生じ、アクセス装置１６と様々なアンテナ１７、１
８、および１９の間の通信のやりとりにより、ベースコントローラ１４が、２次元または
３次元で、アクセス装置１６の相対位置を突き止めることが可能になる。アクセス装置１
６はまた、コントローラ１４がアクセス装置１６の相対位置を確定する能力を向上させる
ために、その３次元的向きを通信してもよい。好ましくは、ベースコントローラ１４はま
た、アクセス装置１６の相対位置を連続して追跡することによって、アクセス装置１６の
移動の方向を確定することもできる。アクセス装置１６を追跡することによって、ベース
コントローラ１４は、車両１２の、アクセス装置１６が位置する側のドアをアンロックす
ることができる。
【００４６】
　車両１２が通信信号を送信するとき、２つ以上のアクセス装置１６が存在した場合、符
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号化された応答を用いることで、車両は、２つ以上のアクセス装置１６の存在を認識する
ことが可能になり、したがってそれにより、個々のアクセス装置１６をそれぞれ識別する
ことのできる命令信号を提供することが可能になり、前の軌道履歴および／または場所を
確定することによって、どのアクセス装置１６が運転席ドアに接近しているかを確定して
、それにより、車両内の正しい運転者設定を呼び出すことが可能になる。
【００４７】
　車両送受信機１５は、ベースコントローラ１４を介して制御される。代替構成では、２
つ以上の送受信機が、信号送信、受信される信号の復号化、および認証に関して他方の送
受信機を制御するマスタ送受信機１５を介して、ベースコントローラ１4によって制御さ
れる。
【００４８】
　図３に示されている本発明の代替形態では、第４の送受信機アンテナ29が車両内に配置
され、他の３本のアンテナ１７、１８、および１９とともに使用されて、アクセス装置１
６が車室内かそれとも車室外かを、より高い精度で確定する。そのような情報は、信頼性
高く確実に、アクセス装置１６が不注意で車両１２内に閉じ込められないようにさせ、ま
たは車両が、アクセス装置が車両１２内に位置せずには始動されないようにさせるために
、望ましい。
【００４９】
　アクセス装置１６が車両内に位置するとき、第４の送受信機アンテナ２９により、３本
の外部アンテナとともに、アクセス装置が車両内にあり、したがって車両の動作が可能で
あるとの確認がもたらされる。
【００５０】
　本明細書に記載される本発明の個々の実施形態は、ベースコントローラを開始またはト
リガして、装置に通信信号を送信するために、アクセス装置によってポーリングされる送
信を使用するが、通信信号を開始する他の形を使用してもよいことが理解されよう。たと
えば、車両付近のアクセス装置の存在を検出するための、近接センサまたはその他の手段
を使用してもよい。
【００５１】
　図４を参照すると、本発明の実施形態の他の特徴は、本実施形態の実装形態に必要な構
成要素を備えた車両１２が、同じハードウェアを使ってワイヤレス診断を実装するために
さらに使用してもよい、高データレートの双方向ワイヤレス送受信機１５を含むようにす
ることである。したがって、本実施形態のハードウェアは、車両の設計およびワイヤレス
技術の実装における高機能化および多機能化をもたらす。
【００５２】
　この実施形態では、ワイヤレス送受信機システムは、タイヤ圧力監視に使用され、それ
により、ベース送受信機１５と同じＵＨＦ周波数の送信機または送受信機３１が、各タイ
ヤまたはホイール３２に取り付けられて、圧力および／または温度データをベースコント
ローラ１4に中継する。スペアホイールを含めた各ホイールは、送受信機でもよい送信機
３１を含んでおり、アンテナ１７、１８、および１９への信号を生成する個々の送受信機
３１の場所を、警告信号を生じさせた特定のホイール３２を識別するためのベースコント
ローラ１４によって確定することができる。このシステムにより、タイヤセンサに対する
別々の追加の受信機は必要なくなる。他の利点は、車両整備中にホイール３２が再配置さ
れた可能性があるにもかかわらず、このシステムが、タイヤまたはホイールセンサからの
送信の位置を確定することができ、したがって、どのタイヤ位置がデータを中継している
かを確定することができることである。これは、各タイヤごとに個々のシステムまたは受
信機を必要とせずにタイヤ圧力を監視する重要な側面である。
【００５３】
　コントローラ１４は、ホイールが欠落しているかどうかを確定し、車両のシステムに欠
落ホイールアラートを報告することができ、そのアラートは、ユーザ警告ならびに/また
は盗難警告および報告に使用されてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施形態を示す概略図である。
【図２】図１の実施形態によるシステムのブロック図である。
【図３】本発明の第２の実施形態の概略平面図である。
【図４】タイヤ圧力／温度センサを含む、本発明の実施形態の概略図である。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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